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●研究内容
緻密層に分子ふるい機能を有する非対称型多孔質

膜は、スポンジ層を支持層とし、溶質透過膜として
利用される。この膜は化合物の分子量に基づく大き
さを識別してふるい分けを行っているが、膜に内包
させたポリマーコロイドが、透過する大きさの低分
子化合物の疎水性の違いを認識して分離することが
できる。

渡邉順司 教授

理工学部 機能分子化学科

材料分野分子をつかまえる膜

低分子を捕捉する多孔質膜

●特徴
両親媒性ポリマーは水中で自発的に組織化し、疎

水場を有するポリマーコロイドを形成する。この疎
水場は疎水性分子を可溶化でき、ポリマーコロイド
は難水溶性分子の可溶化剤としても利用される。溶
質透過型の多孔質膜にポリマーコロイドを内包させ
ると、膜を透過する疎水性の強い低分子化合物がコ
ロイドに内包されて捕捉できる。

多孔質膜、分子ふるい、溶質透過、分離、自己組織化
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